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３，活動のために準備した素材や道具、環境設定

・タンポポ（散歩で摘む）

・ペットボトル観察容器（中に粘土）

あそか保育園

とうきょう　すくわくプログラム活動報告書 ＜活動中の子どもの姿、声、子ども同士や保育者との関わり＞

令和７年 ５月

１，活動テーマ

＜テーマ設定理由＞

２，活動スケジュール

＜テーマ＞自然

４歳児・・・綿毛はどうやってできるの？

・河川敷きに散歩に行くと、子ども達はツクシやタンポポなどの草花を摘んだり、

髪に付けて飾りにする姿が見られた。子ども達に「このタンポポがフ～って吹ける

綿毛になるんだよ」と話すと「どうやってなるの？」との問いが出たので、観察し

ようと考えた。

①散歩に行く。②河川敷きで草花や虫などの自然に触れる。

③ペットボトルの中にタンポポを入れて乾燥させる。④変化を観察する。

４，探究活動の実践

＜活動内容＞

①河川敷きに散歩に行き、探索を楽しんだ。

②タンポポやツクシを摘んだり、髪飾りにしたりしていた。桜の木に登ったり、

舞ってくる花びらを掴もうとしていた。

③ペットボトルを使って観察容器を作る。綿毛になる様子を観察する。

④タンポポの変化に気付き、驚く表情が見られた。

⑤綿毛を吹く。

  今回は一日の中での活動ではなく、すくわく活動が継続していく様子を報告書にまとめた。

散歩に行き草花を摘んで園に戻り、ペットボトル容器にタンポポを入れて観察を始めた時に

は「どうなるかな？」「まだ綿毛にならないね」と興味津々だった子ども達であったが、時

間の経過と共に興味、関心は薄れていき、子ども達から興味を持って観察することが少なく

なったように思う。継続していく活動も大切だが、その日、その瞬間に感じた思いや体験を

子ども達と共有できるようなすくわく活動をしていけたらと思う。

＜振り返りによって得た保育士の気づき＞

５，振り返り

＜河川敷きに散歩に行く＞

・様々な草花が咲いており、子ども達はタンポポ

やツクシを観察したり、摘んだりしてしていた。

子どもの声

・サクラの花びらが舞う様子を見ながら

「雪みたいだね」「花びらとれるかな？」

保育士の声

「花びら何枚とれるかやってみよう」

・タンポポを摘む子どもに言葉を掛ける。

保育士の声

「このタンポポが綿毛になるんだよ」

子どもの声

「ほんとに～」「どうやってなるの？」

＜ペットボトルの容器にタンポポを入れて観察する＞

・自分達で摘んできたタンポポを毎日観察する。

子どもの声

「タンポポ元気ないね」「へなってなってるよ」

保育士の声

「しぼんできてるね。どうなるのかもう少し待ってみよう」

子どもの声

「先生見て！綿毛になってる」「黄色が白くなった」

・綿毛を吹く。


